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遺伝性網膜疾患に対するエクソンス

キッピングを利用した治療戦略のプラッ
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in mice, poster presentation
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Sumiko Watanabe

Neuroscience 2023 (Walter E.

Washington Convention Center)
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網膜疾患の分子メカニズムの解明に寄与し、治療法の確立につながることが期待される。
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網膜変性疾患モデルの樹立、変性機構の解明、新規治療法確立に向けた基盤研究

FACS Aria III セルソーター

共焦点顕微鏡 SP5 (SP8)

共焦点顕微鏡により、網膜血管系の表層、中層、深層、それぞれにおける血管内皮細胞や周皮細胞、マイクログリア細胞の観察を行

い、それぞれのモデルマウスにおける病態の変化を捉えることができた。血管新生の抑制が期待される阻害剤を投与し、その効果が一

部認められた。FACS Aria IIIを利用してモデルマウスの網膜における各種細胞の分取を行い、RT-qPCRによる遺伝子発現解析などを

行った。
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